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お問い合わせ：コラーレ（tel. 0765-57-1201）

コラーレ倶楽部アクティブグループ
10 月の活動予定

大人のピアノサークル　ドレミの会
ピアノを楽しんでいます。特に指導はありません。
▼ 10 月８日㈯・22 日㈯ 各日 13:00 〜 17:00
　
弦楽サークル　楽屋ストリングス
ヴァイオリンを楽しみましょう。初心者大歓迎。
▼ 10 月毎週㈪ 各日 19:30 〜 22:00
　
アコギを楽しむ会
アコースティック・ギターを楽しみます。見学歓迎。
▼ミーティング：10 月９日㈰ 19:00 〜 22:00
　練　習：10 月 23 日㈰ 19:00 〜 22:00
　
消しゴムはんこづくり　ぺったん
１回だけの参加も大歓迎。初心者もＯＫ、材料費必要。
▼ 10 月 27 日㈭ 19:30 〜 21:00
　
コラーレ倶楽部通信新聞部
この倶楽部通信を毎月作っています。お仲間募集中。
▼ミーティング：10 月 11 日㈫ 19:30 〜 21:00

※予定している活動が中止になる場合があります。
　コラーレへお問い合せください。

今月のひとりごと

日本の柿
　今はもうない実家に柿の木が５本もありました。２本
は渋柿。しかし、その内の１本がどういうわけか数年後
に渋柿から甘柿になっていて驚いた記憶があります。
　柿は東アジア各地で栽培されていますが、甘柿は日本
独特のものだそうです。富有柿、御所柿、次郎柿は有名
です。昔の人は丸々と実った渋柿を軒先に吊るした干柿
の景色を「柿すだれ」と風雅な呼び方をしていました。
春には早緑色の萌えいづる柿若葉。花は地味に謙虚に咲
き、柿の実は高々と澄む秋天の時期に柿色に熟し、やが
て葉は紅葉し、深紅、赤、黄、茶、朱、緑、様々な色が
彩なす華やかな錦

きんしゅう
繡のもみじに変化します。美しさにた

め息が出ます。
　登山の時にチョコレートを持参する人は多いですが、
ある日本女性の登山家は干柿を仲間の分も持って行き、
「山頂で仲間と一緒に食べる干柿は最高」と言っていま
した。仲間も「その時の干柿の味は充実感と共に一生忘
れられない美味しさでした」と。
　去年、とあるコンビニの店主に「表に置いてある段
ボールの中に渋柿が入っているので干柿用に好きなだけ
持っていってよ」と言われ、貰って帰って干柿作りにト
ライ。思っていた以上に上手く出来上がり、すこぶる嬉
しかった。さて、今秋もあのコンビニに渋柿目当てに
行ってみましょうかね……。

＜甘柿は皮つきで食べます＞

「アコギを楽しむ会」にオジャマ

「アコギを楽しむ会」メンバー募集中

アコースティック・ギター好きが集まったサークルです。
メンバーは若い人から 60代と幅広く、ギター演奏に留まらず、
本・雑誌の閲覧や談義、ＣＤやDVDの視聴などを楽しんでいます。
ギターを弾く「練習会」とギターに触れる「ミーティング」があります。
アコギが大好きな人、アコギに興味がある人なら誰でも大歓迎。

参加資格：コラーレ倶楽部会員（いつでも入会できます）

※お申し込み・お問い合わせはコラーレまで（tel. 0765-57-1201）

　譜面を見せてもらいました。歌詞とコードとリズムとビッシリ書
いてあります。あとはそれぞれポイントを書き加えて自分流の譜面
に仕上げるそうです。

　ライヴ本番のショットです。皆とアイコンタクトができるように
顔が見えるように立っています。リハーサル通りの素晴らしい演奏
で、お客さんもとても喜んでいらっしゃいました。

　夏の暑さも少しずつ収まってきた頃、アコギを楽しむ会の皆さんの練習会にお邪魔しました。

　この日は８月 28 日に開催される「コラーレ 24 時間
ライヴ」に向けての全体練習の日でした。ライヴはコ
ロナウイルスの影響で、2020年、2021年は中止となっ
てしまいましたが、今年は３年ぶりの開催です。皆さ
んのワクワクや気合いが伝わってきました。練習は主
に創作室が多いそうなのですが、この日はリハーサル
室で、本番のステージを意識しながら皆で合わせてい
きます。演奏は皆の息がピッタリ合わさる事で、お客
様に心地の良い演奏を届けられるそうです。何度も繰
り返して音を止めるポイント、リズム等、微調整を重
ねます。今回の 24時間ライヴは５名のメンバーで参加
です。
　代表の吉川さんにお話を伺いました。「アコギを楽
しむ会のメンバーは 20 ～ 60 代の男女混合のメンバー
層で、月２回の練習を楽しんでいます。曲のレパートリーはメンバーそれぞれが持ち寄っての選曲となるので、年代も違えばロッ
クやフォークといったジャンルも国籍も様々です。今まで聞いてこなかった曲も、メンバーと一緒に演奏できて新鮮で楽しいで
す。このサークルに参加したきっかけは皆さんそれぞれで、かつて夢中になったアコースティックギターをもう一度弾きたくなっ
たという方もいますし、まるっきり初心者から始めた方や、ソロでメロディを奏でるようになりたいという目標を持って始めた
方もいます。たくさんの曲に挑戦し、コラーレのイベントで披露することで、音楽を心から楽しめています。コラーレのイベン
トへの参加は大きな目標となり、みんなの挑戦への炎が燃え上がるのが目に見えます」とのこと。今後も様々なイベントに向け
て、レパートリーを増やしていかれることでしょう。
　心の片隅に弾いてみたい、聞いてみたいという方は、一度遊びに行ってみてください。アコースティックギターは色んな出会
いを与えてくれ、輪を広げてくれるものなのだそうです。いつの間にか心地の良い音色の虜になってしまうかもしれませんよ。

（TEXT ＝ 月がふたつ）

出会いをもたらすアコギの魔法

ドレミのティータイム・コンサート

ピアノサークル「ドレミの会」、
年に１度の楽しいピアノコンサートです。
おなじみの曲やクラシック曲などで、
午後のひとときをお楽しみください。

日　時：2022 年 10 月２日㈰  開演 13:30
会　場：コラーレ（マルチホール）
入場料：無料



　「夏だ、祭りだ、秋川だ !!」と題して、テノール歌手の
秋川雅史さんとオーケストラの共演で、カーターホールの
聴衆を魅了した。
　まずはアンサンブル金沢による「管弦楽のためのディベ
ルティメント」という曲からスタート。日本の民謡等でア
レンジされた外山雄三作曲の壮大な曲が演奏され、アンサ
ンブル金沢の実力が発揮された。「花は咲く」を演奏した
際には、皆が心の中で歌ったに違いなかった。後半の部で
演奏された大河ドラマ『利家とまつ』のメインテーマも重
厚かつ迫力があった。北陸が誇れるプロの管弦楽を十分に
堪能した。
　秋川さんは前半の部の「慕情」で登場。映画音楽を高ら
かに、手振りも交えながら歌い上げた。曲の合間に秋川さ
んのトークがあり、会場を笑いで沸かせた。テレビロケや
秋川さんの地元の祭りに参加したエピソード、コロナ禍で
あっても歌を発信し続ける歌に対する思い等、とても楽し
い軽快なトークだった。
　秋川さんはカラオケで歌う曲も披露してくださった。演
歌の「天城越え」と「まつり」は、テノールで歌うとまた
違う迫力で、会場から拍手が沸き起こった。
　最後は聴衆が最も聴きたかったであろう、「千の風に
なって」。秋川さんはこの曲について、歌い始めた頃より、
今はよりうまくなっていると話されていた。秋川さんの歌
声と管弦楽のハーモニーが美しく伸びやかにホールに響
き、とても感動的だった。
　アンコール後、客席はスタンディングオベーションでコ
ンサートは終了した。 ＜ヒスイの森／ 50 代女性＞

こんなン観てきました！
コンサート、お芝居、映画、美術展など、倶楽部会員からの鑑賞レポートが届きました。

編集後記
■「富士と琵琶湖を結ぶ会」というのが滋賀にあります。巨人伝説の大

だい
太
だ

法
ぼ う し

師が一夜の内に近江国の土を掘って富士山を作り、掘っ
　た跡が琵琶湖になったとか。私は琵琶湖のフタは淡路島じゃないかと、勝手に妄想しています。　＜くるり回すとピッタリ？＞
■世界人口の増加や畜産に伴う環境負荷などに対して、未来の食を守る食品「代替肉」。現在、筑波大学で研究されているのは「麹菌、
　酒粕、砂糖、水」のみを使用した「麹肉」。大豆原料の物より旨味たっぷりだとか。発酵原料で、身体に良さそう！　＜パペポ＞
■天高く馬肥ゆる秋。炊き立ての新米は格別、香り良し、瑞々しくてツヤッツヤ。これはラップではなく直に手に塩を掛けて、熱々
　をアチチと言いながら、ふぁふぁっと握って、ホカホカのおにぎりいっちょ出来上がり。これが一番美味しい。　＜ふふふ＞
■日に日に秋が深まるこの季節。里のお山も上の方から徐々に色づいてきます。食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋。何をして過ご
　そうかな？　そうだ、いいことを思いついた。各地秋の収穫祭を巡る旅。結局そっちか！　＜天高く人も肥ゆる秋＞
■前までは、秋ってだんだん冬に向けて葉っぱが落ちていく少し寂しい季節に思えていましたが、今は一番好きな季節です。なぜな
　ら暑くもなく、寒くもなく、一番快適に過ごせる季節だから。気温重視で考えるようになってしまいましたよ。　＜月がふたつ＞
■オリックス・バファローズ夏の陣 2022 「真夏のオリフェス」に、今年はピアニストのハラミちゃんが出演。夏の曲や球団応援歌
　「SKY」、選手登場曲などを演奏。北陸から大阪ドームに行った方もいたが、私は配信で十分満喫出来たよ。　＜どら＞

プリンセスＱＰ ズバリ占う！あなたの 10 月の運勢
【１月生】閉じ込めていた思いを開放する星回り。自分を大切に。
恋愛運絶好調。金運低調。仕事は大きな進展ありで吉。
【２月生】支援してくれる人が現れる星回り。恋愛は無理をしな
い。金運平穏。仕事は要望に応えられ評価一気に上昇。
【３月生】夢中になっている事をアピールする星回り。全力を注
いで吉。恋愛は好機広がる。金運好調。仕事運絶好調。
【４月生】心身のコンディションが良好な星回り。恋愛運絶好調。
金運好調。仕事は身の丈に合うものを身に付けよ。
【５月生】エネルギーに満ち溢れた星回り。恋愛運絶好調、幸運
を掴め。金運は気前の良さで運気上昇。仕事運絶好調。
【６月生】クリエイティブな活動が幸運な星回り。恋愛は妬まな
い注意。金運のくじ運良好。仕事は努力が実を結ぶ吉。

【７月生】心安らぐ時間を過ごせる星回り。恋愛はドラマチック
な展開あり。金運絶好調。仕事は損得を口に出さないで。
【８月生】思い切り好きな事を楽しみたい星回り。恋愛は相手に
主導権を渡し吉。金運低迷。仕事はパソコン不具合注意。
【９月生】活躍し対人関係良好な星回り。恋愛は大きな愛を注が
れる。金運絶好調。仕事は資格や特技が役立ち、絶好調。
【10 月生】自己中心的になる星回り。感情をあらわにしないで。
恋愛は気の使い過ぎ注意。金運低迷。仕事は無理せず休憩。
【11 月生】素敵な出会いがある星回り。知的好奇心旺盛。恋愛
運低調。金運平穏。仕事運絶好調、一歩引いた姿勢が効果的。
【12 月生】眠れる才能開花につながる星回り。恋愛運低迷。金
運良好。仕事は今悔しくても我慢、絶好の好機が必ず来る。

※恋愛運は愛情運の一部です。恋愛運が絶好調なら愛情運も凄く良いと思ってください。老若男女、既婚の方もお楽しみください。

コ ラ ー レ 倶 楽 部 　 鑑 賞 レ ポ ー ト

オーケストラ・アンサンブル金沢　黒部公演
2022 年７月 19 日／コラーレ

コラーレ 24時間ライヴ

　８月 27 日・28 日、コラーレでチャリティーライヴ「24
時間ライヴ」があり、アクティブグループが出演しました。

【楽屋ストリングス】３年ぶりの 24 時間ライヴ。年１回のこ
のイベントがあればこそ、練習に熱が入ります。11 人のメン
バーが今回もライヴのＴシャツを購入して参加。チェロが二人
になり、演奏に深みが増しました。

【ドレミの会】今年は５人が演奏しました。10 月のティータ
イムコンサートの前哨戦！ 気合が入ります。ライヴ初出演のメ
ンバーは落ち着いて演奏出来ました。自作の曲を披露したメン
バーもいました。

【アコギを楽しむ会】会場は満席、人気のアコギを楽しむ会は
アンコールが起きました。「Someday」「真夏の恋人」「人生
の扉」他、いい曲が沢山あるのを知ってもらいたいと、５人の
メンバーが出演。

投 稿 記 事 募 集 中

新 聞 部 か ら の お て が み

【こんなン観てきました】
コンサート、演劇、映画、美術展等の鑑賞レポート。会場はコ
ラーレ以外でもＯＫ。1,000 字程度で、公演タイトルと鑑賞日
も忘れずに。
【気ままになんでも写真館】
あなたが撮った写真を送ってください。「畑でできた大きな大
根を見て」「我が家のペットです」等、何でもＯＫ！　コメン
トは 120 字程度で。
【わたしの旅行記】
国内、海外問わず、旅行体験を1,000字程度で書いてください。

　秋めいてきて、過ごしやすい季節になってきました。虫
の声は長い夜の BGMですね。
　虫の声がうるさすぎる！　ストレスだ！　と感じないの
は、万葉の時代から虫に親しんできた心を持つ日本人特有
のものだとか。秋の夜長は、虫の声でリラックスですね。
　同様に、優しく包み込むようなサウンドで癒しの音色を
奏でるのはアコースティックギター。「アコギを楽しむ会」
の皆さんも、心安らぐ「自分時間」や「仲間時間」を楽し
んでらっしゃいます。
　弾いてホッコリ、歌ってスッキリ。貴方もアコギで癒し
時間、いかがですか？ ＜Ｐ＞

　会場に足を踏み入れるとたくさんの人が訪れていた。男
女の別なく年配の方が多かった。展示されている永田萌氏
の作品は、どちらかと言うと子供が歓声をあげるか、ある
いは逆に心を捉えて静かに夢の世界へ引き込んでいくであ
ろうかの作品群が多いようであったが、きっとこれには訳
があるのであろう。
　作者は、1949 年生まれ、現在 70歳余り。きっと氏の絵
本や作品に若い時から親しみを覚え、また自分の子供や孫
に絵本など読み聞かせた経験がある人たちが今日の来場者
なのかもしれない。勝手な想像ではあるけれども。
　私は、絵画や彫刻などの展示会を見に行くことは時折あ
るけれども、今回のようにイラストや絵本の原画を見るの
は初めてである。いつもとは違うとても新鮮な気持ちを覚
えた。氏の作品には、画材にカラーインクという顔料が使
用されていて、とても色彩が鮮やかであることやその階調
の変化と表現していいのであろうか、驚くほど微細なこと
にとても感動を覚えた。不思議なことに普通絵画を見ると
きは室内の光が絵に反射して画像として色彩や質感を認識
するのであるけれど、氏の作品はまるで反対側から光を当
ててポジフィルムを見ているかのような錯覚を覚える。こ
れは今まで経験したことのないことであった。
　それとこれは心象として感じたことなのだが、人物にし
ろ動物にしろ植物にしろ、ここまで微細に描かれたいるこ
とに対して上手であるとか技術が素晴らしいとか思うこと
とは全く逆の、どちらかといえば「夢」「創造」「温もり」
といった抽象的な感覚の方が先に飛び込んできたことが、
とても新鮮で不思議なことであった。ストーリーを語りだ
しそうな絵本の絵。どこか絵画とは違う夢見るチカラを感
じた。 ＜透かして見れば＞

永田萠 – 夢みるチカラ展
2022 年８月／黒部市美術館


